
側 面 図

至 大栄
至 赤碕

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

(左岸) (右岸)

S=1:200

橋梁諸元

104.740m(現況104.620m)

二等橋（自動車荷重8tf）

昭和12年(1937年)

橋　　格

橋　　長

橋 梁 名

路 線 名 県道大栄赤碕線

加勢蛇橋

幅　　員 全幅員：6.730m(有効5.530m)

斜　　角 90°00′00″

重力式橋台（推定）

壁式橋脚

ケーソン基礎基礎形式

橋台形式

橋脚形式
下部工形式

7径間ゲルバーＲＣＴ桁橋

道路橋示方書（平成24年）補　強

大正15年(1926年) 道路構造に関する細則案

SR235相当

σck=21N/mm2

鉄　　筋

コンクリート使用

材料
既設

竣工年次

橋梁形式

A種の橋橋の重要度

既設橋
適用示方書

注記）

　本図面の上部工および橋脚・橋台の寸法は既存図面及び現地計測を基に作成。

　施工にあたっては事前に現地実測によって図面と照合を行うこと。

B活荷重

既設橋

改良後

平面線形 R＝∞
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横桁補強横桁補強横桁補強横桁補強

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 1

支承取替え

支承取替え 支承取替え 支承取替え 支承取替え 支承取替え

▽ 8. 5 2 0

橋梁補強一般図

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

橋梁補強一般図

断 面 図 S=1:50
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

正 面 図

平 面 図

断 面 図
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ＳＴ式防蝕アンカー装置
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M42D

防蝕材

アンカーバー
φ42x860

150x350x20

φ42

φ300

2

（その1）

横桁増厚構造図（その1）

アンカーバー詳細図

組ＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3
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8
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φ
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8
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橋軸方向

位置決めパッキン

アンカ－バ－

アンカ－キャップ

φ42x860

保持パッキン

スパイラル筋

φ300

M42D

材   料   表　(可動部)

150x350x20

令和　６　年度施行　　　　鳥取県
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

正 面 図

平 面 図
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ＳＴ式防蝕アンカー装置
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アンカー取付図 S=1:20

5
9
0

4
6
0

2
0

4
6
0

9
4
0

φ150

ＳＴ式防蝕アンカー装置
F46D

防蝕材
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3

（その2）

横桁増厚構造図（その2）

アンカーバー詳細図

組F46DＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

材   料   表　(固定部)

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ□150x20

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）
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平 面 図
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ＳＴ式防蝕アンカー装置
F46D

防蝕材
□150x20

アンカーバー
φ46x940

φ46

4

横桁増厚構造図（その3）

（その3）

アンカーバー詳細図

組F46DＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

材   料   表　(固定部)

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ□150x20

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3

φ46x940

φ46

φ70

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

スパイラル筋

φ150

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

正 面 図

平 面 図
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下部工RC巻立て
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ＳＴ式防蝕アンカー装置

アンカーバー φ46
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脚
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橋

脚
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P 4 橋 脚
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断 面 図
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アンカー取付図 S=1:20
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φ150

ＳＴ式防蝕アンカー装置
F46D

防蝕材
□150x20

アンカーバー
φ46x940

φ46

5

横桁増厚構造図（その4）

（その4）

アンカーバー詳細図

組F46DＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

材   料   表　(固定部)

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ□150x20

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3

φ46x940

φ46

φ70

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

スパイラル筋

φ150

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

正 面 図

平 面 図
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ＳＴ式防蝕アンカー装置

アンカーバー φ42
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アンカー取付図 S=1:20

防蝕材

ＳＴ式防蝕アンカー装置
F42D

□150x20

φ42

スパイラル筋

φ150
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2
0

4
2
0

アンカーバー
φ42x860

φ150

横桁増厚構造図（その5）

（その5）

6

アンカーバー詳細図

組ＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3

F42D

材   料   表　(可動部)

□150x20

φ42

φ70

φ42x860

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

スパイラル筋

φ150

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚構造図 S=1:20

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3. 新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

2. コンクリート削孔は、鉄筋探査により既設鉄筋の位置を確認し、

切断しないように施工すること。

4. 既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

5. 新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

正 面 図

平 面 図
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ＳＴ式防蝕アンカー装置

アンカーバー φ42
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断 面 図
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アンカー取付図 S=1:20
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4
2
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4
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2
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4
2
0 ＳＴ式防蝕アンカー装置

M42D

防蝕材

アンカーバー
φ42x860

150x350x20

φ42

φ300

7

横桁増厚構造図（その6）

（その6）

アンカーバー詳細図

組ＳＴ式防蝕アンカー装置

単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

枚防 蝕 材

S35CN、ポリエチレン、
合成ゴム、SR235

ST-SGN12

CRスポンジ

6

数量

6

アンカーキャップ S=1:3

φ42

φ58
3
.
2

8
5

φ
5
8

3
.
2

8
5

2
3
4
.
4

3.2

5 5

3.2

74.4

橋軸方向

位置決めパッキン

アンカ－バ－

アンカ－キャップ

φ42x860

保持パッキン

スパイラル筋

φ300

M42D

材   料   表　(可動部)

150x350x20

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



S=1:20

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

正 面 図

（P1橋脚：横桁増厚）

(SD345)

420

970

930

Y 2
3-D13 X 930

樹脂アンカー 樹脂アンカー

750

355

(410以上)

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ23 L=205)アンカー削孔数 本48

断 面 図
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1
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5

195

8
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7

517

Y 6 2-D13 X 3120

鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D13 970 48 0.995 0.97 47

Y 2 D13 930 3 0.995 0.93 3

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3420 12 0.995 3.40 41

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

118

合　計 D13 118 kg

総質量 118 kg

1
4
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

横桁増厚配筋図(その1)

（その1）

10

205

エポキシ樹脂充填

195(15φ)

φ
2
3

D
1
3

樹脂アンカー詳細図

24           8

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



S=1:20

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

正 面 図

（P2橋脚：横桁増厚）

(SD345)

510

930

樹脂アンカー 樹脂アンカー

750

310

(500以上)

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ26 L=250)アンカー削孔数 本60

断 面 図
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鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D16 1060 60 1.56 1.65 99

Y 2 D16 930 3 1.56 1.45 4

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3400 12 0.995 3.38 41

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

Y 7 D13 910 18 0.995 0.91 16

187

合　計 D16 103 kg

D13 84 kg

総質量 187 kg

横桁増厚配筋図(その2)

（その2）
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樹脂アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

（P3橋脚：横桁増厚）

(SD345)

930 750

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ26 L=250)アンカー削孔数 本60
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鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D16 1060 60 1.56 1.65 99

Y 2 D16 930 3 1.56 1.45 4

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3380 12 0.995 3.36 40

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

Y 7 D13 910 18 0.995 0.91 16

186

合　計 D16 103 kg

D13 83 kg

総質量 186 kg

横桁増厚配筋図(その3)

（その3）
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樹脂アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

正 面 図

（P4橋脚：横桁増厚）

(SD345)

510

930

樹脂アンカー 樹脂アンカー

750

310

(500以上)

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ26 L=250)アンカー削孔数 本60
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鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D16 1060 60 1.56 1.65 99

Y 2 D16 930 3 1.56 1.45 4

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3400 12 0.995 3.38 41

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

Y 7 D13 910 18 0.995 0.91 16

187

合　計 D16 103 kg

D13 84 kg

総質量 187 kg

横桁増厚配筋図(その4)

（その4）

24           11

10

250

エポキシ樹脂充填

240(15φ)

φ
2
6

D
1
6

樹脂アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

（P5橋脚：横桁増厚）

(SD345)

930 750

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ26 L=250)アンカー削孔数 本60
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鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D16 1060 60 1.56 1.65 99

Y 2 D16 930 3 1.56 1.45 4

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3380 12 0.995 3.36 40

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

Y 7 D13 910 18 0.995 0.91 16

186

合　計 D16 103 kg

D13 83 kg

総質量 186 kg

（その5）

横桁増厚配筋図(その5)
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樹脂アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小
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路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

横桁増厚配筋図

正 面 図

（P6橋脚：横桁増厚）

(SD345)

420

970

930

Y 2
3-D13 X 930

樹脂アンカー 樹脂アンカー

750

355

(410以上)

1.細部寸法は現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

2.既設橋台にアンカーを施工する際は、鉄筋探査を行って鉄筋位置を確認し、

既設鉄筋を切断しないものとすること。

3.既設部と新設部の接合面には、十分な下地処理（チッピング）を行うこと。

4.現地にて既設配筋調査後、適切な加工形状とすること。

5.アンカーバーと鉄筋が干渉する場合は

注）

　干渉しない位置へ配置すること。

(φ23 L=205)アンカー削孔数 本48
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鉄 筋 質 量 表
種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

Y 1 D13 970 48 0.995 0.97 47

Y 2 D13 930 3 0.995 0.93 3

Y 3 D13 750 12 0.995 0.75 9

Y 4 D13 3440 12 0.995 3.42 41

Y 5 D13 3060 4 0.995 3.04 12

Y 6 D13 3120 2 0.995 3.10 6

118

合　計 D13 118 kg

総質量 118 kg

横桁増厚配筋図(その6)

（その6）
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樹脂アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。
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沓座詳細図
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支承交換施工フロー

準備工

仮支点部補修工

上部工ジャッキアップ

既設支承撤去

沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け

橋座改良詳細図(その 1)

橋座改良詳細図(その1)
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鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。
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沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け
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橋座改良詳細図(その2)

橋座改良詳細図(その 2)
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鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。
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沓座詳細図
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支承交換施工フロー

準備工

仮支点部補修工
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沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け

橋座改良詳細図(その 3)

橋座改良詳細図(その3)
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鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。
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沓座詳細図
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仮支点部補修工
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沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け

橋座改良詳細図(その 4)

橋座改良詳細図(その4)
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鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全 2 4 葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。
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667

247417

664

250417

667

6
0

5
0

3
7
0

5
0

6
0

5
9
0

60
50

37050
60

590

無収縮モルタル

2
0

6
0

60
50

37050
60

590

3
0

5
0

3
7
0

5
0

3
0

5
3
0

30
50

37050
30

530

無収縮モルタル2
0
3
0

30
50

37050
30

530

外桁 中桁

1
0
0

沓座補強鉄筋 沓座補強鉄筋

無収縮モルタル
無収縮モルタル

沓座詳細図

H 1
D 1 6

1
0
0

552 910600 910600 910600 552600

支承交換施工フロー

準備工

仮支点部補修工

上部工ジャッキアップ

既設支承撤去

沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け

橋座改良詳細図(その 5)

橋座改良詳細図(その5)

18

1
1
8

3
0

1
1
8

6
01
1
8

6
0

3
01
1
8

鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

1. 細部寸法は、現地調査実施の上、最終確認を行うこと。

3.

新設部と既設部との接合面には、既設側のチッピングを十分行うこと。

4.

既設部のコンクリート強度は、σck=21N/mm である。

新設部の鉄筋は、SD345としコンクリート強度は

σck=24N/mm とする。

2

2

注）

2.

撤　去

S=1:20

復　旧

P6橋脚

B - B

正面図 正面図

平面図 平面図

A - A

RC巻き立て

1
3
2
2

2
4
5

8
3
0

2
4
5

4900

246 415

661

8
1
0

4900 405405

6
0
0

沓座補強鉄筋

6
0
0

RC巻き立て

C - C

4900

6×100=600

6
×

1
0
0
=
6
0
0

6
×

1
0
0
=
6
0
0

6×100=600

6
0
0

6
×

1
0
0
=
6
0
0

6×100=600

6
0
0

6
×

1
0
0
=
6
0
0

6×100=600

1
0
0

▽8.410

▽8.276

2
3
41
3
4

A

250 415

405 4900

665

A

250415

405

665

撤去
(橋座高調整)

1
0
0

▽8.276

250 415

661 4900

665

250415

661

665

530 590 590 530

C C

B B

246415

661

1
3
3
1

2
5
0

8
3
0

2
5
0

250 415

665

250415

665

6
0

5
0

3
7
0

5
0

6
0

5
9
0

60
50

37050
60

590

無収縮モルタル

2
0

6
0

60
50

37050
60

590

3
0

5
0

3
7
0

5
0

3
0

5
3
0

30
50

37050
30

530

無収縮モルタル2
0
3
0

30
50

37050
30

530

外桁 中桁

1
0
0

沓座補強鉄筋 沓座補強鉄筋

無収縮モルタル
無収縮モルタル

沓座詳細図

H 1
D 1 6

1
0
0

910 910600 910600 550600550 600

支承交換施工フロー

準備工

仮支点部補修工

上部工ジャッキアップ

既設支承撤去

沓座補強筋配置

橋座コンクリート打設

橋座はつり

鋼製ブラケット設置

鋼製上沓の取り付け

ゴム支承設置

ジャッキダウン

沓座モルタル打設

鋼製ブラケット設撤去

後片付け

RC巻き立て

橋座改良詳細図(その 6)

橋座改良詳細図(その6)
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1
4
8

3
0

1
4
8

6
01
4
8

6
0

3
0

1
4
8

鉄 筋 質 量 表
記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量 摘    要

H 1 D 1 6 6 0 0 5 6 1 . 5 6 0 . 9 3 6 5 2

合 　 計 D 1 6 5 2  k g

総 質 量 5 2  k g

600

H 1 5 6 - D 1 6  X  6 0 0

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位

全 　　  葉中の内 　

MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

ブラケット詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

ブラケット(SM400A) S=1:10

橋脚部（全8基/橋脚)

注記：1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

400

8
0
6

2
2

F.P

2
2

10

8
5
0

7

368 22

22

1
2
5

3
0
0

250

10 218

3
0
0

1
2
5

8
5
0

8
5
0

2
2

8
0
6

2
2

500

22 207 2222 207
1010

φ35

7

3
0
0

1
2
5

125 250 125

22 207

500

22 207 22
1010

4
0
0

2
2

3
6
8

1
0

125 250 125

1-Flg PL  400x22x500  (SM400A)

1-Flg PL  250x22x500  (SM400A)

1-Basa PL 850x22x500  (SM400A)

1基当たり

3-Rib PL  806x22x368  (SM400A)(Net:80%)
1
2
5

3
0
0

6-Washer M30用

6-NUT    M30用(1種,3種)

6-Anc Bolt D32x610(SD345)

F.P

橋 軸 方 向

ブ ラ ケ ッ ト 詳 細 図

S=1:20側  面  図

橋脚部

S=1:5アンカーボルト・ナット(SD345)

橋脚部

250

8
5
0

3
2
0

5

480

D
3
2

40034

434

505250

8
5
0

3
2
0

5

480

400 34

434

505

支承取替え

D
3
2

無収縮モルタル

ジャッキ

(能力250kN以上) ジャッキ
(能力250kN以上)

10 アンカーボルト長610

削孔長520 100

22 78

4.5 18 24 31.5

アンカ-ボルト D32×610

エポキシ樹脂注入

100

100

メッキ長

ネジ切り長

ワッシャ-(M30)

ナット３種(M30)

ナット１種(M30)

削
孔

径
φ
4
2

D
3
2

M
3
0

5～34

無収縮モルタル

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

24 20

注記：1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

2)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

3)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

4)鋼材の表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

取付金具類の付着量はHDZ55とし、ボルト,ナット類の付着量はHDZ35とする。

5)溶接記号　　<FPは完全溶け込み溶接を示す。

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

支承詳細図(その 1 )

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

長孔12×50

長孔14×40

5

六角ナット M10

点溶接

2×2-φ12キリ

5

5

既設上沓

10

9

8

6

4

5

(CR+SS400)

1 ゴム支承

組  立  図

橋 軸 方 向橋軸直角方向

S=1:5

橋
軸

方
向

2

(SS400)

1

取付プレート１

3

取付プレート２3

(SS400)

2

補強格子鉄筋

(D10 SD345又はSD295)

8

9

540

6
4
0

80

530<590>

370

540 640

19 1994849

1
0

1
0

9
6
0
2

9
5
0

1
2

9

1
1
8

1
1
8

1
2

3
8
0

1
2

1010 520

1
2
0

1
2
0

2
0
0

2
0
0

3020

(
7
9
)

5
9

9
1
3
7

（P1・P3・P5）

取付面

無収縮モルタル

※　(  )内数値はP1側を示す。

80

530<590>

380

主桁幅

ケレン

14

40 40

80

4
0

50

1
2

3
1

7
6

2
4

1
3
1

540

1
5
0

150

4-φ14キリ

※　片面にM12のタップ加工を施す。

7

370

3
7
0

150

1
5
0

上下鋼板 te=9mmx2枚(SS400)

(te=2.3mmx3枚(SS400))

(12mmx4層)ナジミ層

Ge=1.0N/mm2

(
7
9
)

5
9

4-M12

5
6

5
0

内部鋼板 te=2.3mmx2枚(SS400)

クロロプレン 10mmx3層

9x50=450

9
x
5
0
=
4
5
0

2
0 <
6
0
>

 
3
0

※＜ ＞内は中桁の値を示す

※( )内数値はP1側を示す

3
0

2
0

80 80370

1
1
0

1
1
0

110 110

支承詳細図(その1)

全  24  葉中の内 21

六角ボルト　Ｍ１０×３５　　強度区分　４.６又は４.８6

平座金　１０×２１×２.０～１０Ｈ

平座金付

平座金付六角ボルト・ナット ---- 46 0.2

コンクリートアンカー ---- 45 0.4

平座金　１６×３０×３.２～１０Ｈ

4 仮受ボルト　Ｍ１２×１２０　強度区分　４.６又は４.８

積層詳細図 Ｓ＝1:1

取付プレート１

材　　料　　表（１支承当り）

P3,P5質量(kg)

29.5

名   称 材   質 個数 備   考

ゴム支承 CR+SS400 1

SS400 1

部番

1

2

全質量

CR

仮受ボルト ---- 44

33.4

0.5

66.8

CR (Ge = 1.0N/mm2)

ナジミ層(CR)

te=10mm×3層 内部鋼板(SS400) ts=2.3mm×3枚

3 取付プレート２ SS400 4 2.7

※○印は、ＳＧめっき仕様とする。

※質量は、参考重量とする。

D10

9

部番

8 補強格子鉄筋

沓座モルタル

名   称

SD345又はSD295

無収縮モルタル

材   質

kg

m3

単位

0.013(0.024)

5.1

数　量 備   考

10 充填用モルタル 無収縮モルタル m3 0.002

5
9

10

1
0

3
3

9
1
0

2
.
3

2
.
3

配　置　図

1
0

9

上下鋼板(SS400) ts=9.0mm×2枚

0.002

0.2

0.4

P1質量(kg)

35.1

33.4

0.5

2.7

0.013(0.024)

5.1

数　量

72.4

7 仮受ボルト　Ｍ１２×２０　強度区分　４.６又は４.８

六角ボルト ---- 47 0.10.1

A1

M

P1

M

P2

F

P3

F

P4

F

P5

F

P6

M

A2

M

注）1.実施工においては、再調査の上、図面整合等確認ののち、材料製作及び施工を行うこと。

2.沓座面のはつり時は、既設鉄筋を痛めないよう注意すること。

3.既設上沓の四隅の凸部は現場にて切断する。

CR (Ge = 1.0N/mm2)

ナジミ層(CR)

te=12mm×4層 内部鋼板(SS400) ts=2.3mm×3枚

7
9

10

1
2

3
3

9
1
2

2
.
3

2
.
3

1
2

2
.
3

上下鋼板(SS400) ts=9.0mm×2枚

P1

P3 P5

1
2

9

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小



路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

支承詳細図(その 2 )

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

長孔12×50

長孔14×40

5

六角ナット M10

点溶接

2×2-φ12キリ

5

5

既設上沓

10

9

8

6

4

5

(CR+SS400)

1 ゴム支承

組  立  図

橋 軸 方 向橋軸直角方向

S=1:5

橋
軸

方
向

2

(SS400)

1

取付プレート１

3

取付プレート２3

(SS400)

2

補強格子鉄筋

(D10 SD345又はSD295)

8

9

540

5
4
0

80

530<590>

370

540
540

19 1994849

1
0

1
0

9
5
0
2

9
6
0

1
2

9

6
8

6
8

1
2

3
8
0

1
2

1010 520

1
2
0

1
2
0

1
5
0

1
5
0

3030

(
7
9
)

5
9

9
1
4
7

（P2・P4・P6）

取付面

無収縮モルタル

80

530<590>

380

主桁幅

ケレン

14

40 40

80

4
0

50

1
2

3
6

7
6

2
9

1
4
1

540

1
5
0

150

4-φ14キリ

7

370

3
7
0

150

1
5
0

4-M12

5
1

6
0

※　(  )内数値はP6側を示す。

※　(  )内数値はP6側を示す。

上下鋼板 te=9mmx2枚(SS400)

(te=2.3mmx3枚(SS400))

ナジミ層

Ge=1.0N/mm2

(
7
9
)

5
9

内部鋼板 te=2.3mmx2枚(SS400)

(12mmx4層)

クロロプレン 10mmx3層

9x50=450

9
x
5
0
=
4
5
0

2
0 <
6
0
>

 
3
0

<
6
0
>

 
3
0

2
0

80 80370

※＜ ＞内は中桁の値を示す
1
1
0

1
1
0

110 110

支承詳細図(その2)

全  24  葉中の内 22

六角ボルト　Ｍ１０×３５　　強度区分　４.６又は４.８6

平座金　１０×２１×２.０～１０Ｈ

平座金付

平座金付六角ボルト・ナット ---- 46 0.2

コンクリートアンカー ---- 45 0.4

平座金　１６×３０×３.２～１０Ｈ

4 仮受ボルト　Ｍ１２×１２０　強度区分　４.６又は４.８

取付プレート１

材　　料　　表（１支承当り）

P6質量(kg)

35.1

名   称 材   質 個数 備   考

ゴム支承 CR+SS400 1

SS400 1

部番

1

2

全質量

CR

仮受ボルト ---- 44

30.4

0.5

69.6

3 取付プレート２ SS400 4 2.9

※○印は、ＳＧめっき仕様とする。

※質量は、参考重量とする。

D10

9

部番

8 補強格子鉄筋

沓座モルタル

名   称

SD345又はSD295

無収縮モルタル

材   質

kg

m3

単位

0.028(0.056)

5.1

数　量 備   考

10 充填用モルタル 無収縮モルタル m3 0.002

配　置　図

0.002

0.2

0.4

P2,P4質量(kg)

29.5

30.4

0.5

2.9

0.028(0.056)

5.1

数　量

64.0

7 仮受ボルト　Ｍ１２×２０　強度区分　４.６又は４.８

六角ボルト ---- 47 0.10.1

※　片面にM12のタップ加工を施す。

A1

M

P1

M

P2

F

P3

F

P4

F

P5

F

P6

M

A2

M

注）1.実施工においては、再調査の上、図面整合等確認ののち、材料製作及び施工を行うこと。

2.沓座面のはつり時は、既設鉄筋を痛めないよう注意すること。

3.既設上沓の四隅の凸部は現場にて切断する。

積層詳細図 Ｓ＝1:1

CR (Ge = 1.0N/mm2)

ナジミ層(CR)

te=10mm×3層 内部鋼板(SS400) ts=2.3mm×3枚

5
9

10

1
0

3
3

9
1
0

2
.
3

2
.
3

1
0

9

上下鋼板(SS400) ts=9.0mm×2枚

CR (Ge = 1.0N/mm2)

ナジミ層(CR)

te=12mm×4層 内部鋼板(SS400) ts=2.3mm×3枚

7
9

10

1
2

3
3

9
1
2

2
.
3

2
.
3

1
2

2
.
3

上下鋼板(SS400) ts=9.0mm×2枚

P6

P2 P4

1
2

9
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0.0140.0020.002m3エポキシ樹脂アンカー孔モルタル

〃

ST-SGN12

246

18

〃

個

〃

CRスポンジ

□150x20

150x350x20

〃

防蝕材

〃

本
合成 ゴム　 SR2 3 5

S3 5CN  SS 400 CRスポンジ

F42D

M42D

〃

Ｓ Ｔ 式防 蝕 ア ン カー 装 置

合計P4P5

数    量
単位 備 　　考材   質寸 　法名 　称

断　 面　 図 Ｓ＝ 1:50

アンカーキャップ Ｓ＝ 1:5

材   料   表

ア　　ン　　カ　　ー　　詳　　細　　図

側　 面　 図 Ｓ＝ 1:20

平　 面　 図 Ｓ＝ 1:50

※ 防蝕アンカーのアンカーバー本体はST-SGN12とし、可動側アンカーキャップは亜鉛めっきとする。

0.0020.001

6

3

P6A2

A1 P4P5

F46D 〃 〃18

6
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〃

P2

φ42

φ58

3
.
2

8
5

φ
5
8

3
.
2

8
5

2
3
4
.
4

3.2

5 5

3.2

74.4

橋軸方向

位置決めパッキン

アンカ－バ－

アンカ－キャップ

φ42x860

保持パッキン

M

スパイラル筋

φ300

A1 P1 P6 A2

φ46

φ70

φ42

φ70

F

P2 P4

φ42x860

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

スパイラル筋

φ150

φ46x940

保持パッキン

アンカ－キャップ

アンカ－バ－

スパイラル筋

φ150

～

F

P5

L=470

配　置　図

A1

M

P1

M

P2

F

P3

F

P4

F

P5

F

P6

M

A2

M

P1

アンカー孔モルタル

防蝕材

ＳＴ式防蝕アンカー装置

φ42x860

150x350x20

4
6
0 8
6
0

4
2
0

2
0

4
2
0

4
3
0

φ52

スパイラル筋

φ300

～

アンカー孔モルタル

防蝕材

ＳＴ式防蝕アンカー装置

φ42x860

□150x20

φ52

スパイラル筋

φ150

5
9
0 8
6
0

4
2
0

2
0

4
2
0

4
3
0

アンカー孔モルタル

防蝕材

ＳＴ式防蝕アンカー装置

φ46x940

□150x20

φ56

スパイラル筋

φ150

5
9
0 9
4
0

4
6
0

2
0

4
6
0

4
7
0

FFM

全ねじボルト

全周切り込み

位置決めボルト取付図

9
0

2
5

4
0

2
5

5

4
0

六角ナット・座金

M12x100 M12用

φ5

合成 ゴム　 SR2 3 5

S3 5CN  ポリエチレン又はFR P

P3 P2 P1 A1

〃

6

6

6 6 6

6 3

3 6 3

666

0.002 0.002 0.002 0.001

475 475 475 475 475 475

115 900 115
P6 A2

200 500 200

1130

90 950 90

1130

90 950 90

1130

90 950 90

1130

115 900 115

115 900 115

200 500 200

115 900 115

200 500 200

3@1510=4530

315 500 315

1130

115 900 115

315 500 315

1130

115 900 115

315 500 315

3@1510=4530

565 565 565 565 565 565

3@1510=4530

A2 A1

A2 A1

P1 P6～

P1 P6～

注) (  )内はP2～P4を示す。

(φ46x940)

φ42x860

ＳＴ式防蝕アンカー装置

φ42x860

ＳＴ式防蝕アンカー装置

φ42x860

ＳＴ式防蝕アンカー装置

注) (  )内はP2～P4を示す。

(φ46x940)

φ42x860

ＳＴ式防蝕アンカー装置

90°
0′

0″

90°
0′

0″

90 950 90 90 950 90 90 950 90

3@1510=4530

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

アンカー詳細図

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

全  24  葉中の内 23

　　橋梁補修工事（１工区）（補助）
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足場
RC巻立て(t=250mm)

鋼製ブラケット

ジャッキアップ

アンカーボルト

下沓撤去

上沓(残置・ケレン)

上沓(主桁埋込み)

橋台天端はつり

1
4
4

支承新設

横桁取り壊し

（削孔機械設置高以上）

橋座削孔

アンカーバーの設置 横桁の施工

正 面 図

H
2
0

3
0
0

アンカーバーの設置

横桁

橋脚部の施工

1

1

2

2

（1 - 1 断面） （1 - 1 断面） （1 - 1 断面）

（2 - 2 断面）（2 - 2 断面）（2 - 2 断面）

S=1:30

注）横桁の施工後、鋼製ブラケットは撤去する。

　　アンカーボルトは切断する。

支承施工要領図

①ブラケット設置及びジャッキアップ ②橋脚天端はつり及び下沓撤去 ③新設支承の設置

④横桁取り壊し ⑤橋座削孔、アンカーバーの設置 ⑥横桁の施工

路線名

図　名

位　置

縮　尺

図　号

図示 単　位 MM

鳥取県中部総合事務所県土整備局

県道大栄赤碕線

鳥取県琴浦町逢束～中尾

令和　６　年度施行　　　　鳥取県

支承施工要領図

全  24  葉中の内 24

県道大栄赤碕線（加勢蛇橋）
　　橋梁補修工事（１工区）（補助）

A ３サ イ ズ 　 ５ ０ ％ 縮 小


